
■被災住宅補修等にかかる借入利子の一部補助
　　国保・介護・後期高齢者の保険料の減免について②
■災害時要援護者の登録　放射線量測定値ほか③
■第１回市議会　国保からのお知らせほか④～⑤

■市職員採用試験　消費生活センターから⑥～⑦
■家族介護慰労金　市立総合病院の診療体制⑧～⑨
■フォトニュース⑩～⑪、みんなの広場⑫～⑬
■ウォルト・ディズニー展⑭、お知らせ掲示板⑭～⑲
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元気な歓声が響く、プール開き
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東
日
本
大
震
災
で
、
居
住
し
て
い
た
住

宅
や
宅
地
に
被
害
を
受
け
、
被
災
住
宅
等

を
補
修
す
る
方
や
新
規
に
住
宅
を
購
入
す

る
方
を
対
象
に
、
必
要
な
資
金
の
借
り
入

れ
に
か
か
る
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

②
り
災
証
明
書
を
受
け
た
被
災
住
宅
を
所

有
し
、
震
災
時
に
当
該
被
災
住
宅
に
居

住
し
て
い
た
方
ま
た
は
そ
の
親
族
（
店

舗
、
倉
庫
、
物
置
、
塀
な
ど
は
対
象
外
）

③
被
災
住
宅
等
の
補
修
、
建
設
ま
た
は
購

入
を
市
内
で
行
う
方

④
資
金
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
３
月
11
日

以
降
に
金
融
機
関
と
金
銭
消
費
貸
借
契

約
を
締
結
し
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
に
融
資
を
受
け
た
方
（
消
費
者
金
融

等
か
ら
の
借
入
は
対
象
外
）

⑤
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
よ
る
支
援

被
災
住
宅
の
復
興
支
援
事
業

住
宅
補
修
等
の
借
入
利
子
を
一
部
補
助
し
ま
す

夏の交通事故防止県民運動
平成 24 年度

7 月 20 日㈮～8 月 20 日㈪
あぶないよ　よそみ
　いねむり　けいたいでんわ
あぶないよ　よそみ
　いねむり　けいたいでんわ
あぶないよ　よそみ
　いねむり　けいたいでんわ

●飲酒運転・スピード違反・
　過労運転等の防止

●子どもと高齢者の交通事故防止
重点項目

総務課 防災安全係（大平）
内３３９

金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

⑥
市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方

○
補
助
金
の
額　

年
末
融
資
残
高
（
対
象

融
資
限
度
額
が
上
限
）
の
１
㌫
以
内
と

し
、
申
請
初
年
分
は
月
単
位
で
算
定

○
補
助
対
象
融
資
限
度
額　

６
４
０
万
円

※
宅
地
復
旧
が
あ
る
場
合
は
３
９
０
万
円

を
加
算

○
補
助
期
間　

最
大
５
年
間

※
平
成
30
年
12
月
末
ま
で
に
支
払
っ
た
利

子
が
対
象

○
申
請
期
間　

８
月
１
日
㈬
か
ら
平
成
26

年
３
月
末
日
ま
で

○
申
請
方
法　

印
鑑
と
次
の
添
付
書
類
を

用
意
し
、
都
市
計
画
課
窓
口
（
２
階
）

に
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提
出
す
る
。

①
金
融
機
関
と
の
契
約
書
（
貸
付
利
率
が

明
記
さ
れ
た
も
の
）
の
写
し

②
償
還
表
（
返
済
予
定
表
）
の
写
し

③
住
宅
の
補
修
、
建
設
ま
た
は
購
入
に
係

る
契
約
書
の
写
し

④
り
災
証
明
書
の
写
し
（
原
本
提
示
）

⑤
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

問
都
市
計
画
課 

建
築
指
導
係

（
川
島
、
小
野
）
内
２
８
４

家
を
守
り
、
ま
ち
を
守
ろ
う

〜
耐
震
診
断
に
向
け
て
〜

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣

事
業
を
行
い
、
昨
年
度
ま
で
に
80
戸
の
診

断
を
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
診
断
は
、
㈶

日
本
建
築
防
災
協
会
の
「
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
と
補
強
方
法
」
の
一
般
診
断
法
に

よ
り
現
地
調
査
、
診
断
、
結
果
の
説
明
を

行
う
も
の
で
す
。

　

地
震
に
よ
る
建
物
被
害
は
、
人
命
は
も

ち
ろ
ん
、
経
済
的
な
損
失
や
そ
の
後
の
復

興
に
も
大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
家
を
守
る
こ
と
は
「
私
た
ち
の
ま
ち

を
守
る
こ
と
」
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅
を
対
象
に
、

今
年
度
は
９
月
ご
ろ
に
事
業
を
行
う
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
、
来
月
号
に
掲
載
予
定

の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課 

建
築
指
導
係

（
川
島
、
小
野
）
内
２
８
４

　

震
災
の
た
め
、
平
成
23
年
度
に
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
の
減
免
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
平
成
24
年
度
の
保
険
税
、
保

険
料
も
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
減

免
の
手
続
を
さ
れ
た
方
は
、
今
年
度
も

引
き
続
き
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
改

め
て
手
続
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
昨
年
度
に
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

り
災
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
し
、
減
免

延
長
期
日
ま
で
に
担
当
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
み
申
請
期
限
が
10
月

31
日
㈬
と
な
り
ま
す
。

○
減
免
の
額

・
平
成
24
年
度
の
保
険
税
、
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
全
壊
の
方
は
年
額
の
２

分
の
１
、
半
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊

の
方
は
４
分
の
１
の
額
が
、
平
成
24

年
９
月
30
日
ま
で
減
免
（
24
年
度
の

額
が
確
定
す
る
と
き
に
減
免
）
さ
れ

ま
す
。

・
医
療
費
の
一
部
負
担
金
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
一
部
負
担
額
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で
引
き
続
き

免
除
さ
れ
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係
（
国
保
）

内
１
８
１
～
１
８
４

医
療
年
金
係（
後
期
高
齢
者
）内
１
８
７

高
齢
福
祉
課 

介
護
保
険
係

（
介
護
保
険
）
内
１
２
５

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介
護
保
険

震
災
に
よ
る
24
年
度
の
税
や
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
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「
災
害
時
要
援
護
者
」
登
録
の
ご
案
内

「
災
害
時
要
援
護
者
」
登
録
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
災
害
が
起
き
た
と
き
、
避
難

に
支
援
が
必
要
な
方（
災
害
時
要
援
護
者
）

を
地
域
で
支
援
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
情
報
は
、
地
域
の
民
生
委

員
児
童
委
員
や
避
難
支
援
者
（
ご
近
所
で

支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
）
等
に
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の
見
守
り
や
災

害
時
の
支
援
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　

次
に
該
当
す
る
在
宅
生
活
者
で
、
災
害

時
に
家
族
等
の
援
助
が
困
難
で
、
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る
た
め
に
何
ら
か
の
手
助

け
が
必
要
な
方
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属

す
る
方

③
介
護
保
険
で
「
要
介
護
３
」
以
上
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方

④
身
体
障
害
者
手
帳
（
３
級
以
上
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

⑤
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

⑥
そ
の
他
援
助
を
必
要
と
す
る
方

○
登
録
申
請
の
方
法

　

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
原
則
と
し
て

協
力
い
た
だ
け
る
避
難
支
援
者
を
見
つ
け

て
い
た
だ
き
（
避
難
支
援
者
の
報
告
は
、

提
出
後
で
も
可
能
。）、
社
会
福
祉
課
に
備

え
付
け
の
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
社
会
福
祉
課
か
地
域
の
民
生
委
員

児
童
委
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
登
録
内
容
を
変
更
す
る
と
き

　

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
、
登
録

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
変
更
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
社
会
福
祉
課 

地
域
福
祉
係

（
赤
沼
）
内
１
３
４

市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所、体育施設などで放射線量を
測定しています。詳細は市ホームページ「新着情報」にも掲載しています。

■常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）
　これまでの可搬式に代わり常設
型のモニタリングポストが設置さ
れました。
５月19日～６月18日の測定値
・最大値　0.153（５月29日）
・最小値　0.139（６月10日）
■水道水の放射性物質測定
　新基準値の施行に伴い、４月か
らこれまでの浄水に加え、原水の
測定も開始しました。いずれも放
射性物質は検出されていません。
■放射線量測定器の貸し出しと
　食品の放射能検査について
　磯原駅西の放射能対策プラザで
受け付けています。
問 放射能対策プラザ☎㊷０４０３

測定値の単位は、すべてマイクロシーベルト／毎時です。
小学校、幼稚園、保育所など、体育施設は、地上 50cm の測定値で、
中学校、都市公園は、地上１m の測定値です。
その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

測 定 場 所 測 定 値
６月 15 日

中 郷 第 一 0.09

中 郷 第 二 0.11

石 岡 0.12

精 華 0.10

明 徳 0.09

中 妻 0.09

華 川 0.15

関 南 0.07

大 津 0.12

平 潟 0.12

関 本 第 一 0.09

富 士 ケ 丘 0.09

測 定 場 所 測 定 値
６月 15 日

中 郷 0.13

磯 原 0.11

華 川 0.12

常 北 0.10

関 本 0.09

測 定 場 所 測 定 値
５月 30 日

石 岡
スポーツ広場 0.22

南 部
運 動 広 場 0.16

市 民
サッカー場 工事中

市 民
野 球 場 工事中

磯 原 地 区
テニスコート 0.09

雨 情 の 里
スポーツ広場 0.09

雨 情 の 里
テニスコート 0.11

関 南
ゲートボール場 0.15

大 津
スポーツ広場 0.18

北 部
運 動 広 場 0.10

測 定 場 所
測 定 値
６月 15 日

い そ は ら
幼 稚 園 0.06

杉 の 子
幼 稚 園 0.08

誠 之 会
幼 稚 園 0.12

旭 幼 稚 園 0.08

測 定 場 所
測 定 値

６月４〜８日
汐 見 ケ 丘
近 隣 公 園 0.12

粟 野 公 園 0.16

磯 原
中 央 公 園 0.16

五 浦
第 二 公 園 0.11

浜 道
中 央 公 園 0.13

測 定 場 所 測 定 値
６月 11 日

関 本
保 育 所 0.09
木 皿
保 育 所 0.12
み な み
保 育 園 0.08
磯 原
保 育 園 0.11
大 津
保 育 園 0.11
中 郷
保 育 園 0.13
中 郷
子 ど も の 家 0.11
大 津
子どもの家 0.15
心身障害者
第１福祉センター 0.09
心身障害者
第 2 福祉センター 0.14

○小学校 ○中学校 ○屋外体育施設

○私立幼稚園

○都市公園

○保育所、保育園など

問 小・中学校、幼稚園は教育総務課　内４５１
　屋外体育施設は生涯学習課　　　　内４２０
　都市公園は都市計画課　　 　　 　内２８２
　保育所・児童施設は社会福祉課　　内１３２

　

市
税
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
物
件

を
売
却
し
ま
す
。

○
公
売
方
法　

入
札
及
び
せ
り
売
り

○
参
加
申
込
期
間　

７
月
６
日
㈮
午
後
１

時
～
20
日
㈮
午
後
11
時

○
期
間

・
入
札　

７
月
27
日
㈮
午
後
１
時
～

　
８
月
３
日
㈮
午
後
１
時

・
せ
り
売
り　

７
月
27
日
㈮
午
後
１
時
～

７
月
29
日
㈰
午
後
11
時

○
入
札
場
所　

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム

上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

 　

koubai.auctions.yahoo.co.jp)

○
公
売
物
件　

不
動
産
（
入
札
）、
指
輪

な
ど
（
せ
り
売
り
）

※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
収
納
課
（
小
川
、
小
室
）

内
１
６
２
～
１
６
４

差
押
物
件
の

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
い
ま
す
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■
報
告
、
承
認
さ
れ
た
専
決
処
分

■
可
決
さ
れ
た
主
な
予
算

■
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
12
件
を
可
決

障
害
基
礎
年
金
・
特
別
障
害
給
付
金

所
得
状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
、
15
日

間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
は
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
な
ど
、
議
案
12
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第２回市議会定例会◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）

　

３
億
１
１
６
４
万
３
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
が
２
０
９
億
８
７
６

３
万
８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

災
害
公
営
住
宅
建
設
の
設
計
委
託
料
、

放
射
線
量
測
定
調
査
委
託
料
な
ど
24
億
５

６
３
７
万
３
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

総
額
が
１
８
９
億
２
１
６
４
万
８
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

災
害
援
護
資
金
貸
付
金
、
新
規
就
農
総

合
支
援
事
業
補
助
金
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
促
進
事
業
費
、
華
川
中
学
校
屋

内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
、
ウ
ォ
ル
ト
デ

ィ
ズ
ニ
ー
展
支
援
実
行
委
員
会
補
助
金
な

ど
、
２
億
８
５
２
７
万
５
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
総
額
が
１
６
４
億
６
５
２
７
万

５
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
市
道
の
廃
止
と
認
定

　

路
線
の
見
直
し
に
伴
い
、
２
路
線
が
廃

止
さ
れ
、
２
路
線
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
阿
部
博
昭
氏
が
、
平

成
24
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
後
任
と
し
て
根
本
貞
一
氏
を
候
補
者

と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
適
任
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
一
部

の
方
と
、
特
別
障
害
給
付
金
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
毎
年
、
前
年
中
の
所
得
状
況

を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
が
一
時
停

止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
７
月
末
日

ま
で
に
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
が
必
要
な
方

①
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
方

　
・
20
歳
前
障
害
を
理
由
に
受
給
し
て
い

る
方
（
年
金
証
書
記
載
の
年
金
コ
ー

ド
「
６
３
５
０
」
の
方
）

　
・
障
害
福
祉
年
金
か
ら
の
裁
定
替
で
受

給
し
て
い
る
方
（
年
金
証
書
記
載
の

年
金
コ
ー
ド
「
２
６
５
０
」
の
方
）

②
特
別
障
害
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る

方

○
必
要
な
も
の

　

届
出
に
必
要
な
書
類
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
が
診
断
書
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

医
療
機
関
で
診
断
書
を
作
成
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
先

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　

市
役
所
保
険
年
金
課

　

特
別
障
害
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
　

日
本
年
金
機
構
茨
城
事
務
セ
ン
タ
ー

○
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

所
得
の
確
認
が
必
要
な
た
め
、
前
年
所

得
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
村
田
、
皆
川
）
内
１
８
６
、１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
９
３

　

先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
本
市

関
係
者
の
御
霊
に
対
し
、
市
を
挙
げ
て

追
悼
し
、
遺
族
の
ご
苦
労
に
対
し
深
い

敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
し

ま
す
。
式
典
で
は
、
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
テ
レ

ビ
中
継
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

○
と
き　

８
月
15
日
㈬　

午
前
11
時
40

分
開
式　

※
受
付
は
11
時
か
ら

○
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
者
支
援
係

（
泉
、
神
長
）
内
１
２
２

８
月
15
日

北
茨
城
市
戦
没
者
追
悼
式
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■
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

限
度
額
適
用
認
定
証
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
、
高
齢
受
給
者
証
の
更
新
時
期
で
す

○
限
度
額
適
用
認
定
証
、
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

未
満
の
方
が
、
病
院
を
受
診
又
は
入
院
し

た
場
合
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓

口
で
の
１
カ
月
分
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を
希
望
す
る
方

や
更
新
を
希
望
す
る
方
は

　

申
請
が
必
要
で
す
。
国
民
健
康
保
険
証

と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
保
険
年
金
課

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
手
続
き
を

し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
限
度
額
適

用
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
れ
ば
、

入
院
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
高
額
外
来
受

診
分
に
つ
い
て
も
、
１
カ
月
の
窓
口
負
担

が
一
定
額
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

○
高
齢
受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
北
茨
城
市
国
保
に

加
入
し
て
い
る
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
医
療
機
関
の
窓

口
負
担
割
合
（
２
割
（
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
は
１
割
）
ま
た
は
３
割
）
が
記
載

さ
れ
た
も
の
で
す
。
医
療
機
関
で
受
診
す

る
際
に
は
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
証
と
高

齢
受
給
者
証
と
を
合
わ
せ
て
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

は
、
７
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

○
期
限
切
れ
と
な
っ
た
認
定
証
や
受
給
者

証
は

　

現
在
お
持
ち
の
各
認
定
証
や
高
齢
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈫
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
受
給
者

証
は
、
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
な
ど
確
実
な
方

法
で
廃
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
ま

た
は
各
駅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係

（
太
田
、
野
口
）
内
１
８
１
～
１
８
４

　

市
で
は
、
一
般
特
定
疾
患
医
療
を

受
給
し
て
い
る
方
に
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

○
対
象

　

市
内
在
住
の
方
で
県
が
発
行
す
る

「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」

を
お
持
ち
の
方

○
支
給
額　

年
額
１
万
５
０
０
０
円

○
申
請
期
間　

９
月
28
日
㈮
ま
で

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、

申
請
す
る
方
の
認
印
、
本
人
名
義

の
預
金
通
帳

申
問
社
会
福
祉
課 

地
域
福
祉
係

（
伊
藤
）
内
１
３
４

難
病
患
者
福
祉
見
舞
金

　
　
　
　
　
　
支
給
制
度

　

７
月
は
「
愛
の

献
血
助
け
合
い
運

動
月
間
」
で
す
。

献
血
は
身
近
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

血
液
を
必
要
と
し

て
い
る
方
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と
き　

７
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
～
午

後
０
時
15
分
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

○
と
こ
ろ　

サ
ン
ユ
ー
ス
ト
ア
中
郷
店

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
時
間
内
に
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー 

予
防
指
導
係

（
稲
川
）
☎
㊸
１
３
１
０

街
頭
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

街
頭
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

街
頭
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
75
歳
（
一
定

の
障
害
の
方
は
65
歳
）
以
上
の
方
が
加
入

す
る
保
険
で
す
。

○
保
険
料
の
通
知
と
納
付
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て
年
金

天
引
き
と
な
り
ま
す
が
、
一
部
の
方
は
納

付
書
で
の
納
付
に
な
り
ま
す
。
年
金
天
引

き
の
方
は
８
月
中
旬
、
納
付
書
で
納
付
の

方
は
７
月
中
旬
に
（
平
成
24
年
６
月
、
７

月
に
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
に
は
７
月
ま

た
は
８
月
に
）
納
入
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

※
年
金
天
引
き
で
納
付
し
て
い
る
方
で
、

震
災
の
減
免
申
請
に
よ
り
23
年
度
保
険
料

が
減
免
さ
れ
て
い
る
方
（
24
年
２
月
に
天

引
き
さ
れ
て
い
な
い
方
や
、
還
付
さ
れ
て

い
る
方
）
は
、
納
付
書
払
い
に
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
７
月
31
日
で

有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま
す
。
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
20
日
頃
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。
市
役
所
の
封
筒
で
は
な
い
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
一
部
の
方
は
窓
口
で
の

更
新
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

○
期
限
切
れ
と
な
る
保
険
証
は

　

期
限
切
れ
の
保
険
証
は
、
８
月
１
日
か

ら
市
役
所
保
険
年
金
課
・
各
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
・
市
立
総
合
病
院
で
回
収
し
ま
す
。

ご
自
分
で
破
棄
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

そ
の
場
合
は
、
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
な
ど
確

実
な
方
法
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
蛭
田
、
一
瀬
）　

内
１
８
７

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

保
険
料
納
入
通
知
の
送
付
と
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

献
血
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん
」
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■採用予定人数

■試験区分、受験資格

①一般事務職　８人程度　　②一般事務職（身体障害者対象）　１人程度　　③技術職（土木）　３人程度
④保健師　　　１人程度　　⑤消防職　３人程度

職　種 試験区分 受　　　　験　　　　資　　　　格

一般事務職

大学卒 昭和 57 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による大学を卒業または平成 25 年
3 月 31 日までに卒業見込みの方

短大卒 昭和 59 年 4 月 2 日から平成 5 年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による短期大学、高等専門学校ま
たは専修学校を卒業または平成 25 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方

高校卒
昭和 61 年 4 月 2 日から平成 7 年 4 月 1 日までに生まれ、
①学校教育法による高等学校を卒業または平成 25 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方
②高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定を含む。）に合格した方

一般事務職（身体障害者）昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれ、「一般事務職、各試験区分」の受験資格を有する方

技 術 職
（土 木）

大学卒

一般事務職の受験資格に加え、土木・都市工学の専門課程を専攻した方短大卒

高校卒

保 　 健 　 師 昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれ、保健師の資格を有する方
（平成 25 年 3 月 31 日までに資格取得見込みの方を含む。）

消 防 職

大学卒 昭和 62 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による大学を卒業または平成 25 年
3 月 31 日までに卒業見込みの方

短大卒 平成元年 4 月 2 日から平成 5 年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による短期大学、高等専門学校また
は専修学校を卒業または平成 25 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方

高校卒
平成 3 年 4 月 2 日から平成 7 年 4 月 1 日までに生まれ、
①学校教育法による高等学校を卒業または平成 25 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方
②高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定を含む。）に合格した方

※試験区分は、受験者の最終学歴をもって設定されます。
※身体障害者手帳の交付を受けている方は「自力で通勤ができ、介助なしに職務の遂行が可能で、活字印刷の出題と口頭による面接
試験に対応できること」が条件となります（身体障害者区分以外でも受験することができます。ただし、消防職を除きます）。
※上記の受験資格に該当する方であっても、下記のいずれかに該当する方は、応募することができません。
⑴日本国籍を有しない方　⑵成年後見人又は被保佐人　⑶禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けるこ
とがなくなるまでの方　⑷北茨城市において、懲戒免職処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない方　⑸日本国憲法施行の日
以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入
した方

■試験方法、内容

○第２次試験（詳細は第１次試験合格者に別途通知されます）
○口述試験 ○身体検査（一般事務職、技術職と保健師）

○第１次試験　平成 24 年９月 16 日 ㈰
職　種 試験区分 試　　　　験　　　　内　　　　容

一般事務職
大 学 卒 ○教養試験（択一式）　○作文試験　○漢字試験　○専門試験（択一式　政治学、 行政学、憲法、行政法、

民法、刑法、労働法、経済学、財政学、社会政策と国際関係）

短 大 卒
高 校 卒 ○教養試験（択一式、学歴区分別）　○作文試験　○漢字試験　○集団討論

一般事務職（身体障害者）受験者の試験区分に応じ、一般事務職と同じ内容になります。

技 術 職
（土 木）

大 学 卒 ○教養試験（択一式）○作文試験　○漢字試験　○専門試験（択一式　数学・物理、応用力学、水理学、
土質工学、測量、土木計画（都市計画を含む。）と土木施工）

短 大 卒
高 校 卒

○教養試験（択一式、学歴区分別）○作文試験　○漢字試験　○専門試験（択一式　数学・物理・情報技
術基礎、土木基礎力学（構造力学、水理学、土質力学）、土木構造設計、測量、社会基盤工学と土木施工）

保　　　健　　　師 ○教養試験（択一式）○作文試験　○漢字試験　○専門試験（択一式　地域看護学、疫学・保健統計（情
報処理を含む。）と保健福祉行政論）　

消　　　防　　　職 ○教養試験（択一式、学歴区分別）　○作文試験　○漢字試験　○消防適性検査　○身体検査　○体力検
査（懸垂、反復横とび、腕立て伏せ、起き上がり、3,000m 走）

平成 24 年度　北茨城市 職員採用試験のお知らせ



7　広報　きたいばらき　7月号

■
受
験
手
続
等

○
提
出
書
類
等

①
市
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
（
市
役

所
規
定
）

②
履
歴
書
（
市
役
所
規
定
）

③
写
真
２
枚
（
６
カ
月
以
内
に
撮
影
。
縦

４
㌢
、
横
３
㌢
、
本
人
単
身
、
上
半
身
、

正
面
、
脱
帽
）
う
ち
１
枚
は
履
歴
書
に

貼
り
つ
け
る
こ
と
。

④
成
績
証
明
書　

１
通
（
開
封
無
効
）

⑤
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書

１
通

⑥
資
格
証
明
書
（
有
資
格
者
の
み
提
出
）

⑦
身
体
検
査
書
（
市
役
所
規
定
、
消
防
職

受
験
者
の
み
提
出
）

⑧
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
身
体
障
害

者
の
受
験
者
の
み
提
出
）

○
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
・
身
体
検
査
書

の
取
得
方
法

①
市
役
所
人
事
課
で
直
接
受
け
取
る
。

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
（
履
歴
書
は
両
面
印
刷
し
て
く
だ

さ
い
。）。

③
郵
便
で
請
求
す
る
。封
筒
の
表
面
に「
受

験
申
込
請
求
」
と
朱
書
き
、
返
信
用
封

筒
（
自
分
の
あ
て
先
を
明
記
。
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
角
型
２
号
）
を
必
ず

同
封
し
、
下
記
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

直
接
持
参
は
７
月
18
日
㈬

～
８
月
９
日
㈭　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
土
、
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
と
き
は
８
月
８
日
㈬
ま
で
（
消

印
有
効
、
封
書
表
面
に
「
願
書
在
中
」

と
朱
書
き
す
る
こ
と
。）

■
そ
の
他

○
採
用
の
時
期　

平
成
25
年
４
月
１
日

○
初
任
給

・
一
般
事
務
職
、
技
術
職　

大
学
卒
17
万

２
２
０
０
円
、
短
大
卒
14
万
９
８
０
０

円
、
高
校
卒
14
万
１
０
０
円

・
保
健
師　

20
万
９
８
０
０
円

・
消
防
職　

大
学
卒
18
万
７
５
０
０
円
、

短
大
卒
17
万
２
０
０
０
円
、
高
校
卒

15
万
８
１
０
０
円

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
９
２

　

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
１
６
３
０

　

北
茨
城
市
役
所 

人
事
課

（
金
成
、
安
島
）
内
２
２
２
、２
２
３

　

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
と
復
興
へ
の
思

い
を
風
化
さ
せ
ず
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、

津
波
被
害
の
大
き
か
っ
た
磯
原
町
（
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）、大
津
町
（
ポ

ー
ト
大
津
）、
平
潟
町
（
平
潟
町
公
民
館
）

の
３
施
設
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
の
記
憶
と

復
興
の
思
い
を
後
世
に

震
災
の
記
憶
と

復
興
の
思
い
を
後
世
に

震
災
の
記
憶
と

復
興
の
思
い
を
後
世
に

市
内
３
カ
所
に
復
興
銘
板
を
設
置

　

子
ど
も
の
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
火
遊
び

が
原
因
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
１
】
母
親
と
長
男
が
テ
レ
ビ
を

見
て
い
て
目
を
離
し
た
と
き
、
同
じ
部

屋
に
い
た
次
男
（
１
歳
）
が
、
部
屋
に

あ
っ
た
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
つ
け
火
災
に

な
っ
た
。

【
事
例
２
】
深
夜
、
母
親
が
就
寝
中
に

５
歳
と
２
歳
の
兄
弟
が
起
き
だ
し
、
台

所
に
あ
っ
た
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
つ
け
て

遊
び
、
火
災
に
な
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】
子
ど
も
の
火
遊
び
に

よ
る
火
災
は
、
原
因
が
ラ
イ
タ
ー
、
マ

ッ
チ
に
よ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
遊
び
を
し
て

い
た
子
が
５
歳
以
下
の
場
合
、
周
囲
の

人
も
含
め
た
死
傷
者
の
発
生
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

①
子
ど
も
の
目
に
触
れ
ず
手
の
届
か
な

い
場
所
に
施
錠
し
て
保
管
し
ま
し
ょ

う
。
隠
し
た
つ
も
り
で
も
子
ど
も
は

見
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

②
子
ど
も
に
触
ら
せ
ず
、
火
遊
び
の
危

険
性
を
よ
く
教
え
ま
し
ょ
う
。

③
ラ
イ
タ
ー
は
使
い
切
る
か
ガ
ス
抜
き

を
し
て
正
し
く
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

④
平
成
23
年
９
月
か
ら
は
、
子
ど
も
が

簡
単
に
操
作
で
き
な
い
Ｐ
Ｓ
Ｃ
対
応

ラ
イ
タ
ー
以
外
は
販
売
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
対
応
品
で
も
絶
対
に

安
全
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
対
応
し
て
い
な
い
ラ
イ
タ
ー
は

早
め
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
内 

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
佐
藤
）

☎
㊸
１
１
０
７

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
全
国
宝
く

じ
の
収
入
を
財
源
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
、
そ

の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
の

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
助
成
対
象
と
な
る
も
の

　

市
内
の
自
治
会
や
町
内
会
等
の
地
域
的

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
（
宗
教
団

体
、
営
利
団
体
、
公
益
法
人
、
趣
味
の
愛

好
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
た
め
の
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
そ
の
他
活
動
が
地
域
に
密
着
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
も
の
を
除
く
）

○
助
成
を
受
け
る
に
は

　

申
請
は
市
、
県
を
経
由
し
、
㈶
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
決
定
し
ま
す
。
申
請
が
該

当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

協
働
推
進
係

（
鈴
木
）
内
１
９
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
ご
案
内

子
ど
も
の
ラ
イ
タ
ー
火
遊
び
に
よ
る
火
災
に
注
意

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成 24 年度　北茨城市 職員採用試験のお知らせ
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家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
は
、

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
基
準
日　

７
月
31
日

○
対
象
・
支
給
額
な
ど　

基
準
日
に
支
給

条
件
に
該
当
す
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
条
件
や
支
給
額
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
支
給
の
対
象
外
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

８
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

○
申
請
場
所　

高
齢
福
祉
課
窓
口
（
主
な

介
護
者
の
預
金
通
帳
、
印
か
ん
が
必
要

と
な
り
ま
す
。）

※
市
役
所
ま
で
手
続
き
に
来
ら
れ
な
い
方

は
、
民
生
委
員
か
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

と
き
わ
の
杜 

☎
㊻
６
０
４
４

　

お
は
よ
う
館 

☎
㉚
１
８
３
３

　

の
ぞ
み　
　

 

☎
㊷
０
７
８
２

※
詳
細
や
受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
者
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
橋
）
内
１
２
２

支 給 額 対　　　　　象　　　　　者 対 象 外 と な る 場 合

30,000 円

　基準日に、市内に 1 年以上継
続して居住し、①、②のいずれ
かに該当する方。

①介護保険の認定で要介護４ま
たは５と認定された高齢者を
在宅で介護している方。

②要介護認定を受けていない
が、①に相当する方を４カ月
以上在宅で介護している方。
※実態調査を行います。

※ 左 記 の ① に 該 当 す る 方 が、
下記の要件のすべてを満た
しているときは、支給額が
100,000 円となります。

 ・平成 23 年８月１日〜平成 24
年７月 31 日の間に介護保険
サービスを利用していない

（年間で１週間程度のショー
トステイを除く）方。

 ・高齢者とその介護者の世帯員
全員が住民税非課税である。

　下記に該当する方は、家族
介護慰労金の支給対象外とな
ります。

 ・平成 24 年４月１日〜７月
31 日の間に、合算して１カ
月以上の入院または入所を
したとき。

 ・左記の②に該当するとして
申請した方が、実態調査の
結果、該当しないと判定さ
れたとき。

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

鼠
径
と
は
太
も
も
の
付
け
根
の
こ
と
で
、

ヘ
ル
ニ
ア
と
は
体
の
組
織
が
も
と
の
場
所

か
ら
は
み
出
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。「
鼠

径
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
は
本
来
な
ら
お
腹
の
中

に
あ
る
は
ず
の
腸
な
ど
の
一
部
が
、
鼠
径

部
の
筋
肉
の
間
か
ら
は
み
出
し
て
し
ま
う
、

一
般
の
方
に
は
「
脱
腸
」
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
る
病
気
で
す
。
成
人
の
場
合
は
加
齢

に
よ
り
鼠
径
部
の
筋
肉
が
弱
く
な
る
こ
と

が
原
因
で
、
高
齢
の
方
、
腹
圧
の
か
か
る

力
仕
事
を
す
る
人
や
便
秘
の
人
、
咳
を
よ

く
す
る
方
な
ど
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

初
期
の
頃
は
、
立
っ
た
時
や
お
腹
に
力

を
入
れ
た
時
に
鼠
径
部
の
皮
膚
の
下
に
柔

ら
か
い
腫
れ
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
指
で

押
さ
え
る
と
引
っ
込
み
ま
す
が
、
次
第
に

小
腸
な
ど
の
臓
器
が
出
て
き
て
、
男
性
だ

と
陰
嚢
が
腫
れ
て
く
る
時
も
あ
り
ま
す
。

時
に
は
腫
れ
が
急
に
固
く
な
っ
て
痛
み
、

押
さ
え
て
も
引
っ
込
ま
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
、
お
腹
が
痛
く
な
っ
た
り
、
気
持
ち

悪
く
て
吐
い
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
ヘ
ル

ニ
ア
の
嵌
頓
（
か
ん
と
ん
）
と
呼
ば
れ
る

状
態
で
、
脱
出
し
て
し
ま
っ
た
腸
な
ど
が

戻
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
や
が
て

腸
の
血
流
は
悪
く
な
り
、
と
き
に
は
腸
が

腐
っ
て
し
ま
い
、
穴
が
あ
い
て
し
ま
う
場

合
も
あ
り
ま
す
。
嵌
頓
は
緊
急
手
術
を
し

な
け
れ
ば
命
に
関
わ
る
状
態
で
す
。

　

ヘ
ル
ニ
ア
の
治
療
は
基
本
的
に
は
手
術

を
し
な
い
と
治
り
ま
せ
ん
。
ヘ
ル
ニ
ア
バ

ン
ド
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
治
療
と
い
う
よ
り
も
バ
ン
ド
を
ヘ
ル
ニ

ア
の
外
か
ら
当
て
て
出
て
こ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
だ
け
で
、
根
本
的
な
解
決
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
メ
ッ
シ
ュ
と
い
う
人
工
素
材

を
用
い
て
ヘ
ル
ニ
ア
の
修
復
を
行
う
手
術

法
が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

昔
の
手
術
と
比
べ
て
、
術
後
の
引
き
つ
れ

感
や
違
和
感
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

当
院
で
は
下
半
身
麻
酔
な
い
し
は
全
身
麻

酔
で
手
術
時
間
は
１
時
間
前
後
、
術
後
は

順
調
で
あ
れ
ば
３
日
以
内
で
の
退
院
が
可

能
で
す
。

　

ご
自
分
や
周
囲
の
方
で
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

か
も
と
思
っ
た
方
は
、
早
め
の
医
療
機
関

へ
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

鼠そ

径け
い

ヘ
ル
ニ
ア
に
つ
い
て

北
茨
城
市
立
総
合
病
院
　
外
科

目
　
黒
　
由
　
行

今
月
号
か
ら
、市
立
総
合
病
院
医
師
に
よ
る
「
紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
健
康
や
病
気
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
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６
月
か
ら
内
科
に
勤
務
し
て
い
る

細
村
で
す
。
医
師
と
し
て
当
初
の
10

年
程
は
呼
吸
器
外
科
に
携
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
途
上
国
で
の
災
害
・
紛
争

地
域
で
の
医
療
活
動
に
も
携
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
間
、
専
門
の
範
疇
で
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
困
難
さ
を
思
い
、

今
ま
で
人
間
の
体
を
分
け
す
ぎ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
学
病
院
か
ら
地
域
病
院
に
移
り
、

途
上
国
で
の
医
療
活
動
も
継
続
し
ま

し
た
。
日
本
の
医
療
レ
ベ
ル
を
考
え

る
と
、
専
門
を
無
視
す
る
事
は
出
来

ま
せ
ん
。
た
だ
、
専
門
医
療
を
行
う

時
、
専
門
の
病
気
を
診
る
だ
け
（
全

体
を
診
な
い
）
で
は
不
十
分
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
震
災
後
の
大
変
な
時

期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
総
合
病
院
の

利
を
生
か
し
、
各
職
員
と
共
に
医
療

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院　

☎
㊻
１
１
２
１

内　科

細村　幹夫医師

市
立
総
合
病
院

６
月
か
ら

細
村
医
師
が
着
任
し
ま
し
た

北茨城市立総合病院の診療体制 平成 24 年 6 月 20 日現在
診療科 ※１ 月 火 水 木 金 土※２ 入院受入

内 科
午前

初診 瀬田・佐藤
植草

瀬田・横谷
澁木

細村
横谷

渡邉・佐藤
植草

瀬田
永田 当番制

可予約 藤枝 藤枝 永田 澁木 藤枝
渡邉 佐藤

午後 予約 藤枝・瀬田
佐藤・植草

藤枝・瀬田
横谷 永田 澁木・佐藤

植草・細村
藤枝・瀬田

渡邉 −

循 環 器 内 科
13：00 〜 16：00

午前 山尾 山尾 − 山尾 非常勤※3
山尾

三橋（7/21） 可

午後 − − − − 非常勤※3 − 可

呼 吸 器 科 午前 − − − − 非常勤※4
（第２・４） − −

外 科 午前 小出
長塚

当番制
田渕（第 2・3・5）

目黒
小池

宇佐美
小池

小出
目黒 小池 可

産 婦 人 科
13：00 〜 16：00

午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池
可

午後 小池 − − − − −

眼 科 − − − − − − −

小 児 科

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

− −
午後 − − − −

予約外来
平木

健診・注射
予防注射

小宅（午後） −
乳児健診

平木（午後） − −

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
13：00 〜 15：00

午前 − − 黒田 − − −
−

午後 − − 黒田 − − −

脳神経外科
午前 金子 − 布施 − − 金子

−
午後 金子

13：00 〜 14：30
− 布施

13：00 〜 15：00
− − −

整 形 外 科
13：00 〜 15：00

午前 非常勤 非常勤 非常勤 井上
非常勤 非常勤 土屋

（第 1・3 のみ）
−

午後 非常勤 非常勤 非常勤 井上
非常勤 非常勤 −

耳鼻咽喉科 午前 − − − 徳永 − 当番制 −

皮 膚 科
13：00 〜 16：00

午前 倉持 − − 倉持 − −
−

午後 倉持 − ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科
13：00 〜 15：00

午前 西原 西原 西原
伊藤（第 1・2）
若月（第 3・4）
吉田（第 2・4）

西原 西原
可

午後 西原 西原 西原
伊藤（第 1・2）
若月（第 3・4）
吉田（第 2・4）

西原 −

震災こころの
ケ ア 外 来 午後※5 − 非常勤 − − 非常勤 − −

※１　午前の再来受付は 7 時 30 分から 11 時までです。午後の受付時間は各診療科の下に記載しています。
　　　夜間は当直体制で対応していますが、受診の場合は事前連絡をお願いします。
※２　土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）	
※３　循環器科は毎週金曜日、筑波大学又は茨城県立中央病院の医師による診療となります。			 
※４　呼吸器科は第２・４金曜日午前中、茨城県立中央病院の医師による診療となります。
※５　震災こころのケア外来は予約制です。初診の際にも予約が必要です。予約は整形外科外来でお受けします。（内線２３３）

問い合わせ：北茨城市立総合病院　☎４６−１１２１　医事課　田谷・井坂（内線３２１・２３９）
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６
月
３
日
の
朝
、
中
郷
町
下
桜
井
地

区
の
海
岸
に
イ
ワ
シ
の
群
れ
が
接
岸
し

て
い
る
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

魚
は
、
幼
魚
が
シ
ラ
ス
と
し
て
知
ら
れ

る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
で
、
大
量
の
群
れ

が
波
打
ち
際
を
越
え
、
生
き
た
ま
ま
跳

ね
て
い
る
の
が
、
地
元
の
人
に
発
見
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

県
水
産
試
験
場
に
よ
る
と
、
原
因
は

不
明
で
す
が
、
ま
れ
に
発
生
す
る
現
象

で
、
大
型
魚
や
イ
ル
カ
な
ど
に
追
わ
れ

た
群
れ
が
、
行
き
場
を
な
く
し
て
打
ち

上
が
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

発
見
し
た
近
所
の
人
た
ち
は
、
網
や

バ
ケ
ツ
を
手
に
、
新
鮮
な
イ
ワ
シ
を
す

く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
「
環
境
美
化
運
動
の
日
」

に
あ
わ
せ
て
「
ご
み
ゼ
ロ
作
戦
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
内
の
企
業
や
各
種
団
体
、
個
人

や
市
職
員
な
ど
が
参
加
し
、長
浜
海
岸
、

大
津
港
、
小
野
矢
指
海
岸
の
市
内
３
カ

所
を
中
心
に
、
ご
み
や
空
き
缶
回
収
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
は
、
市
内
各
地
の
老
人
ク

ラ
ブ
や
子
ど
も
会
な
ど
で
も
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
、
約
３
、５
０
０
人
が
参
加

し
合
計
５
．
９
㌧
の
ご
み
を
回
収
し
ま

し
た
。

　

北
茨
城
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
12
日
、
関
本
第
一
小
学
校
の
音

楽
室
を
会
場
に
、
い
ば
ら
き
文
化
振
興

財
団
の
事
業
で
あ
る
音
楽
出
前
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
人
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
を
迎
え

て
の
四
重
奏
。
そ
れ
ぞ
れ
音
の
高
さ
の

違
う
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
紹
介
を
交
え
な

が
ら
、
有
名
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
や
Ｔ
Ｖ

番
組
の
テ
ー
マ
曲
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
メ

ド
レ
ー
な
ど
全
12
曲
が
演
奏
さ
れ
、
児

童
た
ち
も
手
拍
子
を
し
た
り
、
歌
っ
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
校
歌
を
演
奏
す
る
サ
プ
ラ
イ

ズ
も
あ
り
、
児
童
た
ち
も
元
気
い
っ
ぱ

い
に
合
唱
し
て
い
ま
し
た
。

下
桜
井
地
区
の
海
岸
に

イ
ワ
シ
の
群
れ
が
接
岸

環
境
美
化
運
動
に
多
く
の

市
民
が
参
加

心
も
踊
る
四
重
奏 

音
楽
出
前
講
座

広報　きたいばらき　7月号　10
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犯
罪
か
ら
児
童
を
守
る
た
め
に

　

６
月
11
日
、
中
郷
第
二
小
学
校
で
、

高
萩
警
察
署
生
活
安
全
課
の
飛
田
美
良

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
校
内
に
不
審
者

が
侵
入
し
た
と
い
う
想
定
で
防
犯
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

数
人
の
先
生
が
不
審
者
と
の
対
応
に

あ
た
り
、
そ
の
間
に
全
校
児
童
が
校
庭

に
避
難
。
そ
の
後
は
、「
学
校
で
は
先

生
た
ち
が
皆
さ
ん
を
命
が
け
で
守
り
ま

す
。
し
か
し
、
自
分
の
身
の
守
り
方
も

し
っ
か
り
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。」

と
の
校
長
先
生
の
話
に
続
き
、
防
犯
ブ

ザ
ー
の
使
い
方
や
、
知
ら
な
い
人
に
声

を
か
け
ら
れ
た
時
の
対
応
に
つ
い
て
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
校
時
に
は
地
域
の
１
１
０

番
の
家
を
訪
問
し
、
場
所
の
確
認
と
と

も
に
日
頃
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

「
歯
っ
ぴ
ー
ス
マ
イ
ル
講
座
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
80
歳

に
な
っ
て
も
自
分
自
身
の
歯
を
20
本

以
上
保
つ
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る

８
０
２
０
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
の
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で

12
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

全
４
回
の
講
座
の
１
回
目
と
な
る
こ

の
日
は
、
８
人
の
受
講
生
が
参
加
。
歯

科
衛
生
士
の
「
持
ち
方
を
変
え
て
角
度

を
変
え
る
」「
数
本
の
歯
ず
つ
丁
寧
に

磨
く
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、

す
み
ず
み
ま
で
汚
れ
を
残
さ
ず
に
磨
く

方
法
を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
、
市
民
体
育
館
で
第
30
回

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
高
萩
地
区
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

自
転
車
の
安
全
運
転
技
能
と
交
通
安
全

知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
大
会
に
は
北
茨
城
市
と
高
萩
市

の
小
学
校
３
校
か
ら
10
チ
ー
ム
、
40
人

が
参
加
。
皆
さ
ん
は
日
頃
の
成
果
を

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
と
運
転
技
術
の
両
面

で
競
っ
て
い
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】
①
関
南
小
Ａ
チ
ー
ム
④

精
華
小
Ａ
チ
ー
ム

【
個
人
の
部
】
①
関
根
亮
平(

関
南
小)

②
菊
池
紘
太(
関
南
小)

③
菊
池
加
奈

美(

関
南
小)

い
つ
ま
で
も
健
康
な

歯
で
い
る
た
め
に

自
転
車
の
正
し
い
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
競
う
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第34回子どもすもう大会
　６月 10 日㈰　精華小学校相撲場
団体戦　①明徳小Ａ②石岡小③精華小③明徳小Ｂ
個人戦【１・２年生の部】①佐藤虹河（明徳）②平
舘汰一（精華）③伊藤翔太（中一）③北村啓太（精華）
【３年生の部】①滝尋翔（精華）②緑川天瑠夢（石岡）
③奥寺奏達（平潟）③菊地力哉（明徳）【４年生の部】
①佐藤颯汰（明徳）②宇佐美夢斗（中一）③白土鈴
夏（明徳）③小室佑斗（石岡）【５年生の部】①山
縣裕太郎（華川）②神永雅章（石岡）③稲川龍登（平
潟）③鈴木聖人（大津）【６年生の部】①花園泰斉（石
岡）②鈴木温稀（明徳）③長谷川万記（大津）③鐵
颯太（大津）	 問生涯学習課（鈴木）内４３２

第56回市民ソフトテニス大会
　５月 26 日㈯、27 日㈰　雨情の里テニスコート
【中学生男子の部】①緑川依吹・鈴木悠仁（磯原中）
②井門淳太郎・佐藤大輝（磯原中）③疋田祐介・鈴
木大介（華川中）③星龍神・杉本孝介（常北中）【中
学生女子の部】①佐竹晴奈・鈴木彩華（常北中）②
近藤沙樹・江幡優花（中郷中）③蛭田友夏・大滝祐
香（中郷中）③大熊理佳子・山本恵理子（中郷中）
【高校生・一般男子の部】①竹田知行・山本好太郎
②伊藤大輔・木内広勝③石栗一樹・廣島優輝③小川
正樹・鈴木渉太【高校生・一般女子の部】①小室千
穂・伊藤加那子②出羽亜紀・袴塚いづみ③加藤和子・
根本秀子③西迫恵美子・明石代理子【シニアの部】
①羽田俊雄・石井秀彰②滝田一雄・天野明訓③石田
和正・小野晃一

第26回市民ゲートボール大会
　６月７日㈭　関南コート
①日の出会②汐見ヶ丘③二ツ島はまぎく会 華川ド
リーム

問生涯学習課（中根）内４２１

スポーツの結果

男　
　
　
　

子

種目 氏名 順位 学校 記録

女　
　
　
　
　
　

子

種目 氏名 順位 学校 記録

100m
１年 鈴木　空澄 1 常北 13 秒 05

100m
１年 大堀　麗奈 5 中郷 14 秒 98

２年 佐藤　和希 1 中郷 12 秒 24 ２年 上遠野　さくら 2 中郷 13 秒 81
３年 須崎　昂哉 1 中郷 11 秒 81 ３年 飯塚　千尋 2 磯原 13 秒 77

200m 須崎　昂哉 1 中郷 23 秒 88 200m 飯塚　千尋 3 磯原 28 秒 76
400m 山浦　孝祐 1 常北 57 秒 49 800m 上遠野　さくら 1 中郷 2 分 31 秒 13
800m 永山　敬士 1 中郷 2 分 12 秒 11 1500m 小川　香澄 2 中郷 5 分 02 秒 11

1500m
１年 小柳　隼人 2 磯原 5 分 02 秒 55 100m ハード

ル 早水　涼夏 2 中郷 17 秒 26

２年 藤枝　望音 2 中郷 4 分 48 秒 75 走り幅
跳び

１年 上圷　千華子 4 磯原 4m01
３年 永山　敬士 3 中郷 4 分 32 秒 31 共通 櫻井　　茜 3 磯原 4m25

3000m 菊地　竜生 4 中郷 9 分 49 秒 62 走り高跳び 木島　美奈 1 磯原 1m42
110m ハード

ル 杉内　陸斗 1 中郷 17 秒 70 砲丸投げ 木島　美奈 1 磯原 10m19

走り幅跳び 仙田　直也 1 磯原 5m54 四種競技 沼田　沙樹 1 中郷 1735
走り高跳び 杉内　陸斗 3 中郷 1m55 ４× 100m リレー 1 中郷 54 秒 74
砲丸投げ 鐵　　翔平 2 関本 9m42 学

校
対
抗

男子の部 1 中郷
四種競技 德永　将稀 1 中郷 2013 女子の部 3 中郷

４× 100m リレー 1 中郷 47 秒 02 総合の部 2 中郷
※市内の記録最高位者のみ掲載しています。 学校教育課（渡邊） ４４０

― ５月 18 日　日立市民運動公園陸上競技場 ―

北茨城市・高萩市合同中学校陸上競技大会の結果
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磯原中学校　体操部

笑顔では負けない、楽しい部活
　磯原中学校体操部は、２年生５人、１年生２
人の部員７人と顧問の栗原翔平先生、副顧問の
小野浩先生で活動しています。
　跳馬や段違い平行棒など、それぞれが専門の
器具を使わないと練習できず、準備と片付けも
時間がかかるため、体操部は他の部活が終わっ
てからも練習が続きます。
　部長の板橋美歩さんにお話を伺うと、「３年
生が居ないですし、部員数も多くないですが、
部活のことはみんなで協力してやっています。
部員のほとんどが、
中学生になってから
体操を始めたばかり
で、練習は大変です
し、手のマメも何度
かつぶれて痛い思い
もしましたが、笑顔
では他の部活に負け
ま せ ん。」 と 話 し て
くれました。
　顧問の栗原先生に
お話を伺うと「体操は、ミスや不注意がすぐに
ケガにつながってしまいます。メンタル面を鍛
えるためにも、練習中だけでなく基本的な礼儀
や生活態度などもしっかりするように指導して
います。体操は技術以前に、自分の中の恐怖心
に打ち勝つことが大事です。一人では難しいか
もしれませんが、みんなで立ち向かって欲しい
ですね。」と語ってくれました。

　私の将来の夢は、ピアノの先生、または、幼稚園の
先生になることです。
　私は小さいころからピアノを習い始めて、今年で６
年目になります。音楽は、人を笑顔にさせたり、人の
心をきれいにしたりする力があります。１年生の時、
音楽の素晴らしさを知り、ピアノを通じて、人の笑顔
を見たいと思うようになりました。私の演奏で、それ
を聞いてくれる人達が、みんな笑顔になってくれるよ
う、今、ピアノの練習をがんばっています。そして、
その音楽の素晴らしさを、ピアノの先生になって、自
分の生徒に教えられればいいと思います。何よりピア
ノをやっていて良かったと思ったのが、発表会の後な
どに、「上手だったよ」とか、「きれいだったね」などと、
友達のお母さんとかに言われたときです。これからも
ピアノを続けて、私の曲をたくさん聞いてもらい、笑
顔になってもらえたらいいなと思います。
　次に、幼稚園の先生になりたい理由ですが、私は、
小さな子どもが大好きで、絵もピアノも大好きだから
です。私は、まだ何もわからない子どもたちに、私が
何か教えることにより、何かを覚え、それが将来につ
ながっていくとなると、子どもたちの成長の素晴らし
いお手伝いができると思ったからです。幼稚園の先生
になって、絵などを教えられればいいと思います。そ
れからピアノを弾いて、歌も教えられればいいです。
　この二つの夢は、かなうかどうかはわからないけれ
ど、かなえられればいいと思います。今も、小さな子
どものめんどうを見たり、ピアノの練習をしています。
それが将来につながればいいなと思います。
　私は、ピアノで人の笑顔をつくり、幼稚園で子ども
たちの夢を育てるかけはしになりたいと思っています。

平潟小学校６年　鈴木 彩衣利 さん
大切なふたつの夢
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行
政
書
士
無
料
相
談

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
で

す
。
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と

や
、
各
種
行
政
手
続
き
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
と
き　
８
月
１
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
７

月
25
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

広
報
広
聴
係
（
鈴
木
）	

内
１
９
１

無
料
法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

で
す
。
土
地
問
題
や
金
銭
貸
借
、

離
婚
、
相
続
な
ど
日
常
生
活
上
の

法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
住
宅
資
金
貸
付
制
度

■
高
齢
者
住
宅
資
金

　

お
年
寄
り
の
居
室
な
ど
を
増
改

築
す
る
た
め
の
資
金
で
す
。

○
対
象　

高
齢
者
（
60
歳
以
上
）

の
方
と
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
し
て
い
る
世
帯

○
限
度
額　

２
２
６
万
４
千
円

○
利
率　

年
利
２
．
５
㌫
以
内

○
償
還 

10
年
（
据
置
期
間
あ
り
）

○
募
集
戸
数　
１
戸
（
先
着
）

○
申
込
締
切　
９
月
28
日
㈮

申
問
高
齢
福
祉
課

高
齢
者
支
援
係
（
泉
）	

内
１
２
２

■
障
害
者
住
宅
資
金

　

障
害
者
の
専
用
居
室
な
ど
を
増

改
築
す
る
た
め
の
資
金
で
す
。

○
対
象　

身
体
障
害
者
（
１
～
４

案  

内

　

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

（
１
９
０
１
‐
１
９
６
６
）
は
米

イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
に
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と

が
好
き
だ
っ
た
彼
は
、
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生
み
出
し
、

そ
れ
ら
の
作
品
の
制
作
を
通
し
て
、

音
声
付
き
、
フ
ル
カ
ラ
ー
と
技
術

を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
な
が
ら
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
芸
術
的
価
値

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
彼
の
描
き
続
け
た
夢

の
世
界
は
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
現
実

の
も
の
と
な
り
、
１
９
５
５
年
に

彼
が
完
成
さ
せ
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
は
、
今
な
お
世
界
中
の
人
々

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

夢
に
向
か
っ
て
困
難
を
乗
り
越

え
て
ゆ
く
ウ
ォ
ル
ト
の
生
涯
を
、

彼
の
愛
用
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
本
邦
初
公
開
の
作
品
資
料
と
特

別
に
編
集
さ
れ
た
18
の
映
像
ブ
ー

ス
に
よ
り
紹
介
し
、
震
災
か
ら
の

復
興
を
目
指
す
人
た
ち
に
向
け
て

希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
す
。

〈
震
災
復
興
支
援
展
覧
会
〉

生
誕
１
１
０
周
年
記
念

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
展

８
月
18
日（
土
）～
10
月
８
日（
月
・
祝
）
会
期
中
無
休

茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
で
開
催

シャーロット・クラーク製作のミッキー人形とポーズをとるウォルト
(1930 年 )　ⓒ Disney

「蒸気船ウィリー」アニメーシ
ョン・フレーム 　ⓒ Disney

問
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

☎
㊻
５
３
１
１

○
と
き　
８
月
10
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
15
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
12
人
）。

　

８
月
３
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電

話
㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

広
報
広
聴
係	

（
鈴
木
）
内
１
９
１
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応
急
手
当
普
及
員

養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

北
茨
城
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

　
会
員
募
集

夏
休
み
子
ど
も
料
理
教
室

　
参
加
者
募
集

あ
か
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験

参
加
者
募
集
し
ま
す

○
と
き　
８
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

○
と
こ
ろ

　

常
陸
太
田
市
総
合
福
祉
会
館

　
（
常
陸
太
田
市
稲
木
町
33
）

○
募
集
人
数　

48
人

○
受
講
料　
５
０
０
０
円　

○
服
装　

活
動
し
や
す
い
服
装

（
ス
カ
ー
ト
不
可
）、
運
動
靴

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
募
集
期
間 

７
月
20
日
㈮
ま
で

申
問
消
防
本
部 

救
急
救
助
係

（
白
井
）
☎
㊷
０
１
６
１

常
陸
太
田
市
消
防
本
部

☎
０
２
９
４
‐
73
‐
１
１
９
４

　

北
茨
城
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
は
、
会

員
制
の
映
画
上
映
会
で
、
現
在
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

　

楽
し
み
な
が
ら
お
菓
子
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ふ
だ
ん
は

買
っ
て
い
る
お
菓
子
も
、
自
分
で

作
る
と
、
お
い
し
く
楽
し
い
こ
と

間
違
い
な
し
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と
き　
８
月
27
日
㈪　

午
前
９

時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３

時
30
分
（
２
回
実
施
）

○
と
こ
ろ　

中
郷
多
目
的
集
会
所

○
講
師　

小
澤 

八
千
代 

氏

　
　
　
　
（
市
民
講
師
）

○
募
集　

市
内
の
小
学
５
、６
年

生
32
人
（
２
人
１
組
で
16
組
、
午

前
、
午
後
８
組
ず
つ
）

と
一
緒
に
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
一
緒
に
手
遊
び
し

た
り
、
身
長
や
体
重
を
計
っ
た
り
、

普
段
で
き
な
い
体
験
を
し
て
み
た

い
方
を
募
集
し
ま
す
。

○
と
き　
７
月
24
日
㈫
ま
た
は
８

月
28
日
㈫
、
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

○
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
高
校
生

○
募
集
人
数　

各
日
10
人
ま
で

○
申
込
締
切　
７
月
20
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
町
田
）

☎
㊸
１
３
１
０

級
）、
重
度
知
的
障
害
者
の
方

と
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
世
帯

○
限
度
額　

２
２
６
万
４
千
円

○
利
率　

年
利
２
．
５
㌫
以
内

○
償
還 

10
年
（
据
置
期
間
あ
り
）

○
申
込
締
切　
９
月
28
日
㈮

申
問
社
会
福
祉
課 
援
護
係

　
（
日
下
部
）
内
１
３
５

募  

集

は
あ
と
４
回
の
上
映
を
行
い
ま
す
。

上
映
会
に
来
て
、
そ
の
場
で
会
員

登
録
（
有
料
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

第
３
回
上
映
会

○
と
き　
７
月
22
日
㈰　

午
前
10

時
～
、
午
後
１
時
～
、
３
時
30

分
～
（
３
回
）

○
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

○
上
映
映
画　

う
さ
ぎ
ド
ロ
ッ
プ

　
（
松
山
ケ
ン
イ
チ 

主
演
）

○
会
費　

２
７
０
０
円

　
（
平
成
25
年
３
月
ま
で
有
効)

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
市
毛
、
荒
川
）
内
４
３
１

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
３
級
養
成
講
習
会

受
講
者
募
集

　

県
で
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防

を
推
進
す
る
た
め
「
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
」
を
普
及
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
県
立
健
康
プ

ラ
ザ
が
行
う
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
指
導
士
３
級
」
養
成
講
習

会
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

45
分
（
１
日
約
５
時
間
）

○
と
こ
ろ　

県
立
健
康
プ
ラ
ザ

○
受
講
料　

無
料
（
交
通
費
、
昼

食
代
は
各
自
負
担
）

○
募
集
対
象　

①
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
満
60
歳
以
上
で
、
常

勤
の
職
業
に
つ
い
て
い
な
い
茨

城
県
民　

②
講
習
会
の
全
日
程

に
参
加
で
き
、
認
定
後
に
地
域

活
動
が
で
き
る
人

○
定
員　

２
４
０
人

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
で
７

月
27
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
が
き
の
記
入
事
項
、
日

程
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
〒
３
１
０
‐
０
８
５
２
水
戸

市
笠
原
町
９
９
３
‐
２

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ　

☎
０
２
９
‐
２
４
３
‐
４
２
１
７

問
高
齢
福
祉
課
内
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　

（
大
井
）
内
１
２
３

　

あ
か
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
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○
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

○
申
込
期
間　
７
月
17
日
㈫
～
８

月
10
㈮　

土
日
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
申
込
方
法　

電
話
で
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
の
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

性
別
、
住
所
、
電
話
、
保
護
者
名

を
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

込
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

申
問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
平
沢
、
荒
川
）
内
４
３
１

親
子
で
学
ぶ

い
ば
ら
き
の
先
人
講
座

「
野
口
雨
情
」
参
加
者
募
集

　

い
ば
ら
き
の
偉
大
な
先
人
で
あ

る
野
口
雨
情
に
つ
い
て
、
ゆ
か
り

の
施
設
を
巡
り
な
が
ら
、
楽
し
く

親
子
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
と
き　
８
月
26
日
㈰　

午
前
10

時
か
ら
正
午

○
集
合　

野
口
雨
情
生
家

○
見
学
先　

野
口
雨
情
生
家
、
野

口
雨
情
記
念
館

○
対
象　

小
学
生
及
び
保
護
者
50

人
（
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込　
８
月
20
日
㈪
ま
で
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
か
電
子
メ
ー
ル
で
参
加
者
全

員
分
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
左
記
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
茨
城
県 

生
活
文
化
課

文
化
振
興
担
当
（
町
田
、
永
松
）

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
８
２
４

０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
８
４
８

seibun2@
pref.ibaraki.lg.jp

情
報
B
O
X

■
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

　
「
汽
笛
一
声
」
郷
土
の
変
遷

　

常
磐
線
（
水
戸
～
い
わ
き
間
）

開
通
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
、
柏

義
夫
氏
（
高
萩
市
）
が
出
版
し
た

写
真
集
「
汽
笛
一
声
」
を
拡
大
パ

ネ
ル
写
真
で
紹
介
し
、
当
時
の
様

子
や
郷
土
の
変
遷
を
振
り
返
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
期
間

　

７
月
18
日
㈬
～
９
月
17
日
㈪

○
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分
（
入
館
は
４
時
ま
で
）

○
休
館
日　

月
曜
（
祝
日
の
と
き

は
翌
日
休
館
）

○
入
館
料　

一
般
３
０
０
円

（
２
５
０
円
）、
学
生
１
０
０
円

（
80
円
）
※
カ
ッ
コ
内
は
20
人

以
上
の
団
体
料
金
、
市
内
在
住

の
65
歳
以
上
の
方
は
無
料

問
市
歴
史
民
俗
資
料
館
（
野
口
雨

情
記
念
館
）	

☎
㊸
４
１
６
０

■
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
か
ら

【
そ
ば
学
校　

生
徒
募
集
】

○
と
き
（
い
ず
れ
も
土
曜
）

　

８
月
４
日　

開
講
式
、
種
ま
き

　

８
月
25
日　

草
取
り
、
そ
ば
打

ち

　

９
月
15
日 

そ
ば
花
見
、
野
点
、

そ
ば
打
ち

　

10
月
20
日 

刈
り
取
り
、
か
え

し
づ
く
り
、
そ
ば
打
ち

　

11
月
３
日 

製
粉
、
そ
ば
打
ち

　

11
月
17
日 

閉
校
式
、
新
そ
ば

の
そ
ば
打
ち
と
試
食

○
募
集
人
数 

20
人
（
先
着
順
）

○
費
用　
１
万
２
千
円（
６
回
分
）

申
問
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
会
事

務
局
（
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
内
）

　
（
鈴
木
、
中
村
） 

☎
㉚
０
６
０
６

【
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

○
期
間　
７
月
23
日
㈪
～
平
成
25

年
３
月
中
旬

※
事
前
打
ち
合
わ
せ　

７
月
19
日

㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所

　

童
謡
の
森
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
内

○
内
容　

収
穫
、
剪
定
、
肥
料
ま

き
な
ど
、
週
１
回
（
月
、
水
、

金
の
３
班
）
の
活
動
、
収
穫
の

３
割
を
差
し
上
げ
ま
す
。

○
持
ち
物　

帽
子
、
手
袋
な
ど

○
募
集
数　

21
人
（
１
班
７
人
×

３
班
）

定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
問
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

（
鈴
木
、
中
村
） 

☎
㉚
０
６
０
６

■
県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

　

県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校

（
中
郷
町
小
野
矢
指
）
で
は
、
学

校
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
７
月
30
日
㈪
、
31
日
㈫
の
２

日
間
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す
。

○
７
月
30
日
㈪　

午
前
10
時
～

・
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

　

定
員
20
人
、
費
用
２
０
０
円

・
巾
着
づ
く
り

　

定
員
10
人
、
無
料
、
タ
オ
ル
地

で
な
い
ハ
ン
カ
チ
を
準
備

・
は
が
き
づ
く
り

　

定
員
15
人
、
無
料

○
７
月
31
日
㈫　

午
前
10
時
～

・
ひ
の
き
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

　

定
員
20
人
、
無
料
、
鉛
筆
・
カ

ッ
タ
ー
を
準
備

・
イ
タ
リ
ア
ン
な
気
分
で（
料
理
）

　

定
員
15
人
、
費
用
３
０
０
円
、

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

を
準
備

・
画
家
に
な
ろ
う

　

定
員
15
人
、
費
用
１
５
０
円
、

水
彩
用
具
・
筆
記
用
具
を
準
備

○
対
象　

市
内
の
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
、
地
域
の
方
な
ど
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○
申
込　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希
望

講
座
名
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
問
県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校

（
旧
県
立
北
茨
城
養
護
学
校
）

☎
㊸
２
６
２
２
、

㊷
６
５
４
６

w
w

w
.kitaibaraki-sh.ed.jp/

■
思
春
期 

心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

思
春
期
精
神
保
健
に
携
わ
る
方
、

興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
８
月
３
日
㈮　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
（
東
海
村
船
場
）

○
内
容　

講
演
「
つ
ま
づ
き
に
届

く
支
援
」、
講
師　

都
立
小
児

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長 

田
中 

哲
氏

○
申
込　
７
月
27
日
㈮
ま
で
に
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ

申
問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
援
助
課

☎
０
２
９
‐
２
４
３
‐
２
８
７
０

０
２
９
‐
２
４
４
‐
６
５
５
５

■
生
き
が
い
講
座

エ
ン
ジ
ョ
イ
俳
句
教
室

○
と
き　
８
月
６
日
、
８
月
27
日
、

９
月
10
日
（
計
３
回
、
い
ず
れ

も
月
曜
日
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
ト
」

○
講
師　

岡
野　

明
氏

○
内
容　

北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト
に

向
け
て
の
勉
強
会
で
す
。
当
季

雑
詠
（
夏
～
秋
）
で
、
い
く
つ

か
句
を
作
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集　

30
人

○
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

○
準
備　

筆
記
用
具

○
申
込　
７
月
31
日
㈫
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ

申
問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ

ト
」
生
き
が
い
講
座
（
篠
原
）

☎
㊸
５
３
６
１

■
『
赤
水
歌
』
の
歌
詞
募
集

　

長
久
保
赤
水
先
生
銅
像
建
立
実

行
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
歌
え
る
『
赤
水
歌
』
の
歌

詞
を
募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

年
齢
、
職
業
、
国
籍
、

性
別
、
住
所
な
ど
一
切
不
問

○
応
募
方
法　

レ
ポ
ー
ト
用
紙
か

原
稿
用
紙
に
歌
詞
と
氏
名
・
生

年
月
日
・
年
齢
・
職
業
（
学
校

名
）・
住
所
を
明
記
し
て
郵
送

○
締
切　
７
月
31
日
㈫

○
注
意
事
項　

①
応
募
者
創
作
の

未
公
表
作
品
に
限
る　

②
最
優

秀
作
品
の
著
作
権
は
実
行
委
員

会
に
帰
属
し
、
補
作
・
修
正
を

行
う
場
合
あ
り　

③
一
人
何
作

で
も
応
募
可
、
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。　

○
選
考　

最
優
秀
作
品
賞
１
点
、

優
秀
賞
10
点
。
最
優
秀
作
品
は

作
曲
し
て
Ｃ
Ｄ
で
発
表
。
ま
た
、

銅
像
除
幕
式
に
作
曲
者
に
よ
り

演
奏
披
露
さ
れ
ま
す
。

○
表
彰
及
び
景
品　

最
優
秀
作
品

は
賞
金
10
万
円
（
た
だ
し
銅
像

建
立
の
た
め
３
万
円
の
ご
寄
附

を
お
願
い
し
ま
す
。）、
優
秀
賞

10
点
は
記
念
品
を
贈
呈
。

○
授
賞
式　

11
月
３
日
（
文
化
の

日
）
午
前
11
時
、
高
萩
駅
前
で

開
催
予
定
で
す
。

申
問
〒
３
１
８
‐
０
０
０
１ 

高
萩

市
赤
浜
61　

長
久
保
赤
水
先
生
銅

像
建
立
実
行
委
員
会
「
赤
水
歌
」

歌
詞
係
（
実
行
委
員
長　

皆
川
敏

夫
）

☎
０
８
０
‐
３
４
０
１
‐
０
３
５
５

■
看
護
職
再
就
業
支
援
研
修

　

受
講
生
募
集

○
対
象　

未
就
業
中
で
医
療
施
設

等
に
再
就
職
を
考
え
て
い
る
看

護
職
（
看
護
師
、
准
看
護
師
）

○
受
講
料　

無
料

○
内
容
と
日
程

①
総
合
型
再
就
業
支
援
研
修

　
（
20
人
程
度
）、
基
礎
講
義
と
実

技
９
月
３
日
㈪
～
６
日
㈭
、
医

療
施
設
見
学
実
習
９
～
11
月
中

の
３
日
間

②
医
療
施
設
派
遣
型
支
援
研
修

　
（
１
人
か
ら
）、
医
療
施
設
見
学

実
習
９
～
11
月
中
の
３
日
間

○
申
込
締
切　
８
月
１
日
㈬

※
申
込
書
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

問
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

看
護
専
門
学
校

☎
０
２
９
４
‐
59
‐
３
２
０
０

０
２
９
４
‐
24
‐
３
２
０
１

■
裁
判
所
職
員
一
般
試
験

　
（
高
卒
者
試
験
）

○
受
験
資
格　

平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
で
高
等
学
校
卒
業
後
２

年
以
内
の
方
と
平
成
25
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込

み
の
方

○
申
込　
７
月
17
日
㈫
～
26
日
㈭

消
印
有
効
（
必
ず
簡
易
書
留
郵

便
で
郵
送
）

○
試
験　
１
次　

９
月
16
日
㈰

※
10
月
に
２
次
試
験
あ
り

○
科
目　
１
次　

基
礎
能
力
試
験

（
多
肢
選
択
式
）、
作
文

問
水
戸
地
方
裁
判
所 

総
務
課 

人
事
第
一
係

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
４
２
１

■
茨
城
県
警
察
官
採
用
試
験

　
（
第
２
回
）
の
お
知
ら
せ

○
試
験
区
分
と
受
験
資
格

①
警
察
官
Ａ
（
男
女
）　

昭
和
58

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を

卒
業
も
し
く
は
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

ま
た
は
人
事
委
員
会
が
同
等
と

認
め
る
方

②
警
察
官
Ｂ
（
男
女
）　

昭
和
58

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
に
該
当

し
な
い
方
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○
申
込
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
は
８
月
13
日
㈪
午
後
５
時

ま
で
、
郵
送
・
持
参
は
８
月
15

日
㈬
ま
で
（
消
印
有
効
）

○
１
次
試
験
日　
９
月
16
日
㈰

○
採
用
予
定
日

　

平
成
25
年
４
月
１
日

問
高
萩
警
察
署 

警
務
課

☎
㉔
０
１
１
０

県
警
察
本
部
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０
‐
３
１
４
０
５
８

■
身
体
障
害
者
の
た
め
の

　
　

無
料
結
婚
相
談
・

　

各
種
相
談
の
ご
案
内

　

㈳
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
で
は
、
身
体
障
害
者
の
方
を

対
象
と
し
た
結
婚
や
就
労
、
生
活

全
般
に
か
か
わ
る「
総
合
相
談
所
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
相
談
日
時　

月
～
金
曜
日
（
祝

祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時

※
結
婚
相
談
は
要
予
約

○
会
場　

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

内（
水
戸
市
千
波
町
１
９
１
９
）

問
㈳
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会

☎
０
２
９
‐
２
４
３
‐
７
０
１
０

０
２
９
‐
２
４
３
‐
７
４
９
０

■
ワ
イ
ロ
ア
短
期
留
学
生
を

　

募
集
し
ま
す

　

北
茨
城
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

市
の
国
際
化
を
推
進
す
る
た
め
、

国
際
親
善
友
好
都
市
ワ
イ
ロ
ア
へ

の
若
人
親
善
大
使
を
募
集
し
ま
す
。

○
派
遣
期
間　

平
成
25
年
３
月
21

日
㈭
～
30
日
㈯

○
派
遣
場
所　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
国
ワ
イ
ロ
ア
地
区
（
ワ
イ
ロ

ア
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
）

○
募
集　

10
人
（
市
内
在
住
で
国

際
交
流
に
興
味
が
あ
る
中
学
生

以
上
20
歳
ま
で
の
方
）

○
費
用　

15
万
円
程
度
（
旅
費
の

半
額
程
度
）

○
事
前
研
修　

約
10
回
あ
り

○
申
込　

９
月
７
日
㈮
ま
で
に
、

左
記
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

協
働

推
進
係
（
鈴
木
基
）	　

内
１
９
１

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
た
い
ば
ら
き
６
月
号
に

次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

①
10
頁
（
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
）

　
（
誤
）
中
野
晋
平

　
（
正
）
中
山
晋
平

②
12
頁
（
初
心
者
水
泳
教
室
）

　
（
正
）
小
学
３
～
６
年
生

　
　
　

20
人
（
先
着
順
）

■
エ
コ
フ
ェ
ス
ひ
た
ち
２
０
１
２

あ
な
た
の
エ
コ
が
き
っ
と
あ
る

○
と
き　
７
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時 

○
と
こ
ろ　

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
・
新
都
市
広
場
ほ
か

○
内
容　

環
境
に
関
す
る
新
技
術

や
製
品
の
紹
介
、
ひ
た
ち
の
自

然
環
境
を
知
ろ
う
、
手
作
り
工

作
コ
ー
ナ
ー
開
催
、
エ
コ
カ
ー

大
集
合
、
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
グ
ル
メ
コ
ー

ナ
ー

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

①
う
た
の
お
ね
え
さ
ん
と
あ
そ
ぼ

う
！
Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
（
21
日
㈯
の
み　

午
前

11
時
～
、
午
後
２
時
～
）

②
モ
リ
ゾ
ー
・
キ
ッ
コ
ロ
と
あ
そ

ぼ
う
（
21
日
㈯
、
22
日
㈰
）

問
日
立
市
環
境
政
策
課

☎
０
２
９
４
‐
22
‐
３
１
１
１

内
７
４
６

■
第
24
回
太
田
ま
つ
り

　

常
陸
太
田
市
の
毎
年
恒
例
の
夏

ま
つ
り
。
パ
レ
ー
ド
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、
打
上
花
火
で
夏
の

夜
空
を
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

鯨
ヶ
丘
夏
舞
台

○
と
き　
８
月
14
日
㈫
午
後
５
時

30
分
～
９
時
（
荒
天
中
止
）

○
と
こ
ろ　

栄
町
～
東
三
町

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

○
内
容　

市
民
み
こ
し
・
天
神
ば

や
し
な
ど
の
パ
レ
ー
ド
、
各
種

イ
ベ
ン
ト

山
吹
夏
舞
台

○
と
き　
８
月
15
日
㈬
午
後
３
時

～
９
時
30
分
（
雨
天
延
期)

○
と
こ
ろ　

山
吹
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド

○
内
容　

市
民
盆
踊
り
、
子
ど
も

盆
踊
り
、
久
自
楽
舞
（
く
じ
ら

ま
い
）
祭
り
、
打
上
花
火
等

問
常
陸
太
田
市 

観
光
物
産
協
会

（
常
陸
太
田
市 

商
工
観
光
課
内
）

☎
０
２
９
４
‐
72
‐
３
１
１
１

　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

■
７
９
２
１
枚
の
空
を
ひ
と
つ
に

　

写
真
家
大
杉
隼
平
さ
ん
が
寄
贈

　

６
月
11
日
、
写
真
家
の
大
杉
隼

平
さ
ん
か
ら
「
空
の
写
真
」
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
寄

せ
ら
れ
た
「
震
災
か
ら
１
年
後
の

空
の
写
真
」
７
９
２
１
枚
を
「
み

ん
な
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
」
と
大

杉
さ
ん
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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休日の
当番医

診療時間　午前９時～午後５時

7／8
北茨城クリニック
☎ 46-5101 ( 大津町 )

15
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

16
荒川内科医院
☎ 43-2288 ( 磯原町 )

22
友愛クリニック
☎ 43-1398 ( 磯原町 )

29
なかの循環器科・内科クリニック
☎ 30-1002 ( 中郷町 )

8/5
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

12
廣橋第一病院
☎ 46-5111 ( 関南町 )

市立図書館　☎ 42－1451

7月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 8/1 2 3 4

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
7 月 25 日㈬ 午前10 時〜 11 時まで、
幼児を対象に絵本の読み聞かせや紙芝
居、手遊びなどをしています。

は休館日

月
市立図書館7 - July -

健　診　と　相　談

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
７月 19 日㈭、８月２日㈭、16 日㈭
[ 大津町公民館 ]
７月 13 日㈮、26 日㈭、８月９日㈭
どちらも午後１時～４時

　問 社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　
　７月 18 日㈬、８月１日㈬、15 日㈬
　午前 10 時～午後３時
　大津子どもの家

問 社会福祉課　内１３２
■健康いきいき体操
　【磯原会場】[ 市民ふれあいセンター ]
　７月 18 日㈬　午前 10 時～ 11 時
　問 生涯学習課　内４３２
■「ふれあい体操」

７月 10 日㈫、19 日㈭、24 日㈫、31 日㈫
８月７日㈫、21 日㈫、28 日㈫
午後１時 30 分～ 4 時
市民ふれあいセンター
問 地域包括支援センター　内１２４

☆各種健診など☆各種相談など
■歯の相談（要予約）

７月 25 日㈬、８月 22 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　７月 18 日㈬、８月 27 日㈪
■４カ月児健康診査
　７月 19 日㈭、８月 16 日㈭　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

７月 27 日㈮、８月 24 日㈮
午後１時～１時 30 分受付

■３歳児健康診査
７月 13 日㈮、８月 10 日㈮　午後１時～２時受付

■２歳児歯科健診
８月２日㈭、９月６日㈭
午後１時～１時 30 分受付

■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　７月 25 日㈬、８月 22 日㈬
　午後１時～２時受付
問 保健センター　☎４３‐１３１０

●夜をぶっとばせ

●十二単を着た悪魔

●勝ち逃げの女王

●だれのたまご

●あかにんじゃ

井上　荒野

内館　牧子

垣根　涼介

斉藤　　洋

穂村　　弘

今月の納税
固
定
資
産
税　
　
　

 　
　

［
第
２
期
］

国
民
健
康
保
険
税　

 　
　

［
第
１
期
］

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

［
第
１
期
］

介
護
保
険
料　
　
　
　
　

 

［
第
１
期
］

納
期
限　
　
　
　
　
　

 

７
月
31
日
㈫

※ 8 月は休館しません。
図書館からのお知らせ

　夏休み期間中（7/20 ～ 8/31）は毎
日開館します。

【開館時間】
月・火・水・土・日

午前９時 30 分～午後５時
木・金　　　午前９時 30 分～午後６時

ただし、7/31 は月末整理で休館します。

※夏休みの課題図書もたくさんあります。
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蘭の原種・シルシフロルム
秋葉　キエ子さん宅（関南町）

苗から育てて４年目になるシルシフロルムにたく
さんの花房が付き、周りの人々の目を楽しませまし
た。通常は一鉢の株に花房は数本で、これだけ多く
付くのは非常に珍しいのだそうです。寒さに弱いの
で、冬場の温度管理に気をつけたという秋葉さん。
大切に育てた願いが通じたのでしょう。

うちのうちの

「２人のお兄ちゃんにワ
ガママ放題のあこちゃん。
いつも優しくしてもらえ
て嬉しいね。いっぱい笑
って、みんなに優しくで
きる素敵な女の子になっ
てね。」
（父 祐司さん 母 いづみさん） （父 翔太さん 母 陽子さん）

（１歳 10 カ月　中郷町）

小
林あこ 冨士翔

「５人きょうだいの末
っ子。チャームポイン
トのデカ目と笑顔がみ
んなの癒しです。これ
からもやりたい放題、
元気に伸び伸び育って
ほしいです。」

（１歳６カ月　関本町）

ふじと
鈴
木

ち　ゃ　　ん
く
　ん

　
さ
わ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
18
日
、
関
南

町
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
プ
ー
ル
開
き
に
な
り
、

大
津
保
育
園
と
み
な
み
保
育
園
の
園
児
た
ち
あ
わ
せ

て
53
人
が
、
今
年
初
め
て
の
プ
ー
ル
授
業
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
園
児
た
ち
は
、
プ
ー
ル
に

入
る
と
、
に
ぎ
や
か
な
声
を
上
げ
な
が
ら
水
を
か
け

合
っ
た
り
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
授
業
後
に
感
想
を
聞
い

て
み
る
と
、
満
面
の
笑
顔
で
「
楽
し
か
っ
た
！
」
と

元
気
な
返
事
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
に
よ

り
、
市
内
の
小
中
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
で
は
プ

ー
ル
授
業
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
再

開
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
プ
ー
ル
に
響
き
渡
る

夏
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

市の人口と世帯　平成 24年 6月１日現在（　）は前月比

総人口… 45,703 人 （ − 43） 出　生… 25 人 （ 　＋ 5）

男… 22,529 人 （ − 18） 死　亡… 53 人 （ 　＋ 8）

女… 23,174 人 （ − 25） 転　入… 90 人 （ − 29）

世帯数… 16,856 世帯（ 　＋ 4） 転　出… 105 人 （ − 76）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市
編集／まちづくり協働課
〒 319−1592　
北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

　

孫
娘
が
中
学
生
の
時
に
我
が
家
に
連
れ
て
き
た
ネ
ネ
。

淋
し
が
り
や
で
、
田
ん
ぼ
に
も
畑
に
も
、
私
が
外
に
出

か
け
る
と
き
は
い
つ
も
一
緒
に
つ
い
て
来
て
、
足
に
ま

と
わ
り
つ
い
て
き
ま
す
。

　

ネ
ネ
も
今
年
で
16
歳
。
大
正
生
ま
れ
の
私
と
長
生
き

を
競
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
仲
良
く
頑
張
ろ
う
ね
。

関本町・有賀さん宅の

（雑種・メス・16 歳）
ネネ

元
気
な
歓
声
が
響
く

　
　
　
　
　
　
プ
ー
ル
開
き

表 紙 解 説
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